第２回　鎌倉市老人福祉センター指定管理者選定委員会　会議要旨
１　日時　　令和７年10月７日（火）　午後４時00分～５時15分

２　会場　　鎌倉市役所　第６分庁舎　602会議室
３　出席者

　　【鎌倉市老人福祉センター指定管理者選定委員】

・樽井　彰子　委員（委員長） ・渡部　月子  委員（副委員長）
・川村　真利  委員　　　　　 ・滋賀　正樹  委員
・木戸　國夫  委員　　       ・新井　宏明　委員　

【鎌倉市事務局（以下「事務局」という。）】　
・村松　康之 （高齢者いきいき課担当課長）

・進士  拓視 （同課担当係長）　
・千葉　文   （同課担当職員）

・植草　未潮 （同課担当職員）
４　会議概要
1 当日配布資料について
    事務局から、資料４面接審査方法について、事前配布資料から修正したため、机上に当日資料として配付していることを説明した。
併せて、各委員から事前に提出された質問事項確認書及び、事務局から提案したい内容をもとに作成した質問事項一覧を当日資料として配付していることを説明した。
2 会議の公開について

　　会議を公開すると、事前に情報を知りえることができ、団体を選定するにあたり、公平性を欠く恐れがあることから、委員会で公開することが適当でないと整理されたため、老人福祉センター指定管理者選定委員会規則第７条により、会議の非公開が決定した。また、次回第３回指定管理者選定委員会の応募者のプレゼンテーション及びヒアリングについては、透明性を担保するため、公開とすることを決定した。
3 応募状況について
　　応募状況について、２者から応募があり、応募書類の受付を行った旨事務局より説明した。また、募集要項に関する質問があり、回答については応募者２団体に提供するとともに、ホームページに掲載したことを説明した。
4 議題（１）応募書類の確認について
事務局から、応募書類である申請書について、事務局で内容を確認したところ、応募してきた２団体について募集要項の応募資格を満たしていることを報告した。

5 議題（２）面接審査方法について
　事務局から、資料４面接審査のフロー案について説明をした。
事前に各委員へ送付した資料では、応募団体のプレゼンテーションの時間を20分としていたが、15分に変更したことを説明した。また、ヒアリング・質問の時間については、事前配布資料では30分としていたが、委員８名分で１人あたり５分を予定し、40分に変更したことを説明した。
プレゼンテーション及びヒアリングについては公開とし、広報紙とホームページで現在傍聴者を募集しているが、現時点では応募はないことを説明した。
配点を高くしている審査項目は、市が重視している点、老人福祉センターに求めている内容であるため、事業計画をより掘り下げたり、多世代交流事業への考え方や、送迎車両の空き時間の活用、経費の積算内容について等の確認について説明した。
次に、次回の選定委員会において各委員から質問したい事項や、どの委員がどの質問を行うかについて意見を出し合った。
第３回選定委員会に欠席予定の川村委員からの質問は、滋賀委員が自身の質問の中で対応することを確認した。
また、第３回選定委員会のヒアリングで行う質問の順番や、事務局からの質問事項をどの委員から質問するかということについては、第３回選定委員会のプレゼンテーション開始前に委員会で話し合って決定することを確認した。
最後に事務局から、第３回選定委員会においてプレゼンテーションとヒアリング終了後、委員からそれぞれの立場や意見に基づいて講評をしてもらいたいことを説明した。
